町長と未来について語ろう会②会議録（公開用）

開催日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
開催日時　　令和７年11月28日（金）　18：30から20：00
場　　所　　山ノ内町文化センター　郷土資料室

次第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．開会（古幡総務課長）
２．町長あいさつ
皆様お疲れ様です。今年で３年目になりました「町長と未来について語ろう会」ですが、この町を改革していく上での方向性を含めて自分がどう考えているのかも話しつつ、皆さんの意見も聞きたいので、ざっくばらんに堅苦しくなく話せればと思います。また議員さんも参加しているので交えて話しができればと思います。

３．町出席者紹介（古幡総務課長）
４．意見交換
町長　町長の平澤です。よろしくお願いします。町長と未来について語ろう会ですが、現状についてお話しをさせていただきながら、その上で皆さんからの意見も聞きながら進めていきます。専門的な回答にも対応できるように各課長も控えています。
まず、町の状況をお伝えすると、町の財政は悪くはない状況と考えています。ただ、言い換えると、あまり施設等を作ってこなかったからで、その意味で町民サービスが低く、皆さんの負担も少なかったからこそ財政状況的には悪くないのでないかと思っています。慎重に何を優先的に取り組むべきか考えながら進めているところです。令和6年度の歳出は一般会計で76億円、令和7年度に関しては84億円を予想して動いています。人件費の上昇については国に準じて民間との格差を生まないように給与を上げているためです。実質赤字比率や将来負担比率を見ると健全な数値になっています。ただ、これから統合学校の建設がスタートしますが、現在非常に資材が高騰していてコロナ前の1.5倍から1.8倍になるのではと想定しており、令和12年度開校までの間に物価自体がさらに上がっていくかと思いますので、それを見据えて国からの補助を使いながら学校建設に向けて考えていこうと思っています。
次に、町長に就任してから、組織改革ということで新しい課を作ったり、課を統合したり、業務を統合したりしました。新しく、未来創造課とこども未来課を立ち上げ、また商工観光部門を経済振興課に変更　して、観光はすべてまちづくり観光局という一般財団法人に業務を移しました。未来創造課はDXやカーボンニュートラルや二次交通といった新しいことに取り組む課、こども未来課は元々健康福祉課と教育委員会と分かれていた子育て関係を統合して窓口を統一しました。自分の考えだけではなく、職員の意見も集約して今の形になりました。
　また働き方改革として服装の自由化を実現しました。基本的には自由ですが打合せの際は相手を不快にさせない服装を条件としているので、その辺りをご理解いただきながら推進していきたいと思います。
もう一つは、スポーツクラブを立ち上げました。当初は、スポーツ教室の実施、スポーツクラブまたは部活動の地域移行の受け皿、スポーツ施設運営の三本柱でスタートしましたが、スポーツ教室以外がなかなか進まないということで町が入って立て直しをしているところです。
またモンブランという山があり温泉もあるフランスのサン・ジェルヴェ・レ・バンという都市と友好提携を行い、これから学校同士の交流も進んでいくと思います。観光については、国際的にも有名な地獄谷野猿公苑のスノーモンキー目的に約30万人が訪れており、湯田中駅にインフォメーションセンターを設立、駅ナカというカフェを整備、上林のロマン美術館付近のバス停には待合所とトイレを整備する等、受け入れ環境整備を粛々と行っています。
あとは、交通課題については、路線バスの縮小に対しても引き続き取り組んでいきます。
農業の面では、熊谷市で開催された産業祭では3時間並んでも山ノ内町のりんごを購入したいというお客様もいました。今後もブランド農業をしっかり進めていき、観光ともリンクさせていくことを考えています。また、就農支援や高齢化している農家さんに向けてスマート農業の導入も検討していきます。
学校関連では統合学校に向けて話し合いを進めています。またALTの講師を増員して、子ども達が英語に触れあう機会を増やすとともに、国際友好交流都市とのオンライン交流も進み始めています。
環境問題でいうと、ゴミの削減については家庭用コンポストの普及率は上がっていますが、ホテルや事業所などで利用する業務用コンポストは金額的にも高額なため、補助金も出しながら推進していこうと思っています。なお、山ノ内町全体がユネスコエコパークに認定されたこともあり、長年自然と共存してきた山ノ内町は世界のモデル地区にもなっていることから、環境問題について考える環境会議を秋ごろに開催したいと思っています。
また移住促進や二地域居住など山ノ内町に関わる人を増やし稼げる町にして活性化していきたいと考えています。そのためには、住居や空き家といった住宅問題が課題ですので何とか解決していきたいと思っています。
子育て関係では、シングルマザーのお母さんや親族が山ノ内にいない家庭に向けた施策や、習い事、児童クラブ、スポーツを統合し、シームレスな学校教育から、放課後アフタースクールの時間帯まで充実するような仕組みづくりを教育長にも相談しながら作っていきたいと考えています。これから作りたい子育て施設や、住宅問題や統合学校などアイディアがあったらなんでもお話ししていただきたいと思っていますのでよろしくお願いします。

参加者　少し夢のような話しになりますが、地域と観光地とをつなぐロープウェイやゴンドラがあったいいなと。空中移動できるような交通網があれば、皆がわくわくするような町につながると思うが、ぜひ検討していただきたい。

町長　他の自治体でも都市型交通としてロープウェイの活用が論議されている。実際に線路をひくよりもはるかに安い金額だが、曲がれないことや建物の上を通れないなど色々な制限がある。金額的にもかなり費用がかかることだが、将来的には検討していきたい。
国際友好交流都市のサン・ジェルヴェ・レ・バンでは、新たにTGVという新幹線のようなゴンドラで移動ができる交通網ができた。今までは駅に行くにはバスを利用していたが、道も曲がりくねり、更に雪が降れば渋滞が起きていた課題があったがゴンドラ整備で一気に課題が解消された。問題解決の一つの手段としてゴンドラという可能性もあると思う。

参加者　楽ちんバスとチョイソコを利用している。あまり予約する人がいないので運転手は暇そうに思える。多くの人に利用していただきたい。

町長　以前、運行していたバスは誰も乗せず走行することが多かったとの課題から楽ちんバスと併せ、チョイソコを導入した。予約しないと利用できないなど課題はあるので、引き続き未来創造課にて町の公共交通の利便性を高めるため知恵を絞っていくのでご意見あればお願いしたい。今後も引き続きぜひ利用していただきたい。

参加者　湯田中駅の売店（エキナカ）をカードだけではなく現金も使えるようにしていただきたい。

町長　スタッフ職員が一人でオペレーションしなければならないことが多く、当初は業務簡潔化の観点から現金不可とした。業務にも慣れてきたことから今後は現金も使えるよう検討する。

町長　先日、LAとハワイにトップセールスに行った際、スノーモンキーは周知されているのに対し、志賀高原も山ノ内町も認知されていなかった。せっかくスノーモンキーというキャッチーなコンテンツがあるのでしっかりと活用していく。山ノ内だけの観光客誘致は難しいところもあるので善光寺や戸隠神社など周遊できるようなネタを交えて広域でプロモーションしていく必要がある。

参加者　大きな駐車場がないので観光客も来づらいのでは？湯田中と渋の間に駐車場があれば観光客も増えると思うので検討していただきたい。

町長　湯田中から渋温泉に抜ける道を含めて、これから統合学校の跡地利用もあるので前向きに検討していく。

町長　事前にいただいたメッセージ「廃校になる小学校の活用」への回答について、あくまでも自分の私案だが、西小学校は子育て支援センターなど、習い事やスポーツに取り組みながら児童クラブとして預かれる施設にし、東小学校は駐車場や、湯田中と渋温泉の間にあって平和観音も横にある立地的に条件の良い場所なので観光関係に活用し、南小学校は佐野遺跡があることやロマン美術館も老朽化してきていることから文化芸術的な施設を集約できないかなど考えており、今後は教育委員会とも議論していく。

参加者　この町は小澤征爾さんに愛された町であり、98ホールなどでプロのオーケストラやゆかりのある交響楽団をよんでコンサートをしたらどうか。山ノ内中学校にある小澤ルームももっと周知するべき。ロマン美術館にメモリアルルームとして映像を流すなどすれば観光にもつながると思う。
音楽ホールは志賀高原の他にもあってもよいかと思う。

町長　将来的にコンサートの開催を考えてもよいかと思う。またロマン美術館に小澤さんのコーナーを作ることはよいアイディアであり前向きに検討する。音楽ホールは文化センターがその機能を果たせればよいのだが、老朽化も進んでおり費用もかかることなので難しい部分はあるが、小澤征爾さんは山ノ内町にいろいろ残してくれた方なのでしっかりと継承しながら活用していきたい。

参加者　山ノ内町のゴミの問題について、山ノ内町はゴミの量が多いので減らすようにと小学校の頃から言われてきた。ゴミを減らす取り組みについて自治体はどんな取り組みをしているのか。町民に対してゴミの量を減らすように掲示板や広報などで、何年までにどのくらいまで減らすなど目標を立てて周知したらどうか。その際にどのようにすれば排出量が減るのかも併せてお知らせしたらどうか。

町長　ゴミの排出量を減らす取り組みはなかなか進んでない部分だと思う。

税務課長　以前からゴミの減量化は進めていて、今は当初からは約35％の削減を図っている。水分カットなどの啓発はしているので引き続きゴミ削減に取り組んでいく。

町長　実際にどうしたら効率的にゴミを出せるのかなどの案内も必要。また事業所から出されるゴミが多いのも課題。家庭用のコンポストは助成金も出せるしコストもかからないためゴミ削減につながると思う。ゼロカーボンに向けて数値目標などは未来創造課がしっかり作ってくれると思う。

未来創造課長　町では地球温暖化防止実行計画の区域施策編を作成中であり、どのようにしたら2050年にゼロカーボンを達成できるのかを具体的に考えている。楽しんで取り組んで経済や振興につながるような内容を考えている中で、「雪水香」-SEKISUIKA-という香りのブランドを立ち上げた。山の間伐の際に取り残されている枝や葉を蒸留してエッセンシャルオイルをエステー株式会社とコラボして町の香りとして作った。楽しみながらお金に変えていく取り組みを始めたところなのでよいアイディアがあったらご意見をいただけたらと思う。

町長　来年、環境気候変動ミーティングとして、みんなで考える機会を作り、町民も交えてアクションを起こしていくための会議を開催したいと考えているので、これからもアイディアを出してほしい。

参加者　昨年までに中部電力の送電線の建て替え工事があったのだが、水力発電ができたのが100年前で100年ぶりに送電線の鉄塔が新しくなった。水力発電は戦後の産業を救った歴史があるので未来の電力館のような観光施設があったらいいなと思う。第1、2、3発電所も歴史があるので、中部電力に協力してもらいながら古いものも生かしつつ観光資源にしたらどうか。

町長　歴史的に古い発電所であり、ちゃんと仕組みが見れる施設があってもよいと個人的に思うので検討する。

参加者　公民館の備品整備について、町から予算がないとのことで断られてしまったが、要望に対応できるような体制を検討していただきたい。また、遊休荒廃地が多く見られる。畑と山間部の境がないので野生獣が出没してくる。昔、森林組合で緩衝帯整備として山際を綺麗にしてもらったが、また荒れてきているので整備をお願いしたい。

町長　予算を立てて実施しているのですぐに対応できないことはご理解いただきたい。遊休荒廃地の問題は農林振興課が地元の人と連携をとりながら解決策を模索していく。

参加者　私は学校に行きにくい子どもと障がい児を育てていて、どちらかというと少数派の世界に身を置いている。統合小学校になり、新しい学校に通うことは決して普通のことではなく難しく感じる子もいる。その中でそういう人たちのことも忘れないでほしい。今の学校で感じていることは、先生はすごく大変だなと実感していて、心の余裕がないと色んな子どもを受け入れられないのではと不安がある。先生の心の余裕があれば、色々なアイディアも出てくると思うし、先生側もこの学校に就任したら色々できるかもしれないと希望を持てるかもしれない。そういった学校になってくれたらいいなと期待している。

町長　竹内教育長も色々アイディアを出しながら良い学校作りに頑張って取り組んでくれている。
自分がアメリカに留学していた際、一人ひとりに対する支援が厚く自分も助けられた経験があり、そういった子にも寄り添って一緒に過ごせるクラスがあっていいと思う。学校に行きにくい子どもや障がいのある子どもがクラスに入らずとも同じ授業を受けられるなど、学校に余裕があれば色々できると思う。引き続き、教育長ともしっかり話して考えていく。
ぜひ、こういう機会がなくても町長室は比較的にドアが開いているので気軽に立ち寄っていただきたい。教育長も含め敷居の高い我々ではないので気軽に話していただきたい。

教育長　全ての子どもたちが誰一人として取り残されない、新しい学校では子ども大人もみんながワクワクして安心して過ごせる学校を目指していきたいと思っている。保護者の皆さんとはできるだけフランクにお話ししたいので、色々なアイディアやご提案やご意見があれば気軽に話していただきたい。


５．閉会（20：00）
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